
3　広報いわき　28. 10

特
集

　昭和42（1967）年から白水阿弥陀堂を往時の姿に復元
整備する計画を立て、指定地内の公有化を進めるととも
に東西の池を復元し、中島に架かる橋を建設。この周辺
整備により、建造物と庭園が一体となって構成された、
往時の姿がよみがえりました。

オイルショックが市民生活に影響
〔昭和48（1973）年12月〕

常磐炭鉱西部鉱業所における最後
の採炭〔昭和51（1976）年８月〕

白水阿弥陀堂境域の復元事業完成を祝い、南橋・北橋を渡り
初め〔昭和53（1978）年５月〕

・
円
が
変
動
為
替
相
場
制
へ
移
行
 

・
対
日
原
油
価
格
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
値
上

　
げ
が
通
告
。
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

　
パ
ー
買
い
占
め
騒
動
 

・
日
本
初
の
コ
ン
ビ
ニ
「
セ
ブ
ン
―
イ
レ

　
ブ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン

・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
長
嶋
茂
雄
選
手

　
が
現
役
を
引
退

 ・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結

 ・
2
0
0
カ
イ
リ
漁
業
水
域
設
定
法
が
成

　
立
 

 ・
ア
メ
リ
カ
で
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
が

　
公
開
 

・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
王
貞
治
選
手
が

　
通
算
7
5
6
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
世
界
最

　
高
記
録
を
達
成
 

・
新
東
京
国
際
空
港
「
成
田
空
港
」
が
開

　
港
 

・
日
中
平
和
友
好
条
約
に
調
印

・
対
日
原
油
供
給
削
減
が
通
告
。
第
２
次

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
 

・
ソ
ニ
ー
が
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
を
発
売

・
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が
開
戦
 

・
日
本
の
自
動
車
生
産
が
1
1
0
0
万
台

　
を
突
破
し
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
一

　
に
 

 ・
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
コ

　
ロ
ン
ビ
ア
」
が
初
の
軌
道
飛
行
に
成
功

昭
和
48
年
　
・
新
市
庁
舎
を
開
庁
 

　
　
　
　
　
・
市
の
花
「
つ
つ
じ
」
を
制
定
 

　
　
　
　
　
・
平
駅
ビ
ル
「
ヤ
ン
ヤ
ン
」
が
落
成

　　
　
49
年
　
・
子
ど
も
の
村
を
開
設
　

　
　
　
　
　
・
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
開
始

　
　
　
　
　
・
平
浄
水
場
を
開
場
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
に
田
畑
金
光
氏

 　
　
50
年
　
・
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
設

 　
　
51
年
　
・
市
制
施
行
10
周
年

　
　
　
　
　
・
常
磐
炭
鉱
が
全
面
閉
山
 

　
　
　
　
　
・
市
民
憲
章
を
制
定
 

 　
　
52
年
　
・
中
央
卸
売
市
場
を
開
場
 

　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
53
年
　
・
白
水
阿
弥
陀
堂
復
元
橋
で

　
　
　
　
　
　
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
・
三
崎
公
園
に
三
崎
潮
見
台

　
　
　
　
　
　
を
開
設
 

 

 

　
　
54
年
　
・
い
わ
き
ナ
ン
バ
ー
が
登
場
 

　
　
　
　
　
・
水
道
局
本
庁
舎
を
開
庁

　
 

 

　
　
55
年
　
・
総
合
磐
城
共
立
病
院
内
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
　
　
　
　
　
 

 

 

　　
　
56
年
　
・
レ
ン
ガ
通
り
が
開
通

　
　
　
　
　
・
い
わ
き
―
福
島
―
南
陽
間
が
国
道
3
9
9
号
に
昇
格

　
　
　
　
　
・
い
わ
き
お
ど
り
を
発
表

白水阿弥陀堂境域を復元整備

いわきナンバーが登場

年

い
わ
き
市
の
主
な
出
来
事

世
界
や
国
内
の
主
な
出
来
事

（
１
９
７
３
）
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昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
十
月
一
日
、
十
四
市
町
村
（
五
市
四
町
五

村
）
の
大
同
合
併
に
よ
り
「
い
わ
き
市
」
が
誕
生
し
て
半
世
紀
、
本
年
十
月

一
日
に
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
節
目
の
年
を

迎
え
た
本
市
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
き
た
五
十
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　昭和42（1967）年11月３日に開催した市
制施行１周年記念式典において、市章と市
歌を発表しました。市章は1,484点の応募
の中から決定。市歌は、歌詞を360点の応
募の中から選び、曲を427点の応募の中か
ら小名浜出身の小林研一郎さんの作品に決
定し、小川町出身の詩人・草野心平氏と、
作曲家の渡辺浦人氏が補作を行い完成させ
ました。

い
わ
き
市
50
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

平市民会館で行われたいわき市誕
生記念式典〔昭和42（1967）年３
月〕

磐城高校が第53回全国高等学校野
球選手権大会で準優勝に輝く〔昭
和46（1971）年８月〕

年

い
わ
き
市
の
主
な
出
来
事

世
界
や
国
内
の
主
な
出
来
事

式典で歌唱指導をする歌手の藤山一郎氏

・
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
初
来
日

  ・
日
本
が
「
非
核
三
原
則
」
を
表
明

・
小
笠
原
諸
島
が
23
年
ぶ
り
に
日
本
に
復

　
帰

・
ア
メ
リ
カ
の
有
人
宇
宙
飛
行
船
「
ア
ポ

　
ロ
11
号
」
が
月
面
着
陸
に
成
功
 

・
大
阪
府
で
日
本
万
国
博
覧
会
が
開
幕
 

・
国
勢
調
査
で
日
本
の
人
口
が
１
億
人
を

　
突
破

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
日
本
１
号
店
が
開
業
 

・
日
清
食
品
が
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
を

　
発
売

・
第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
札
幌
大

　
会
が
開
催
 

・
沖
縄
が
27
年
ぶ
り
に
日
本
に
復
帰

 

 

昭
和
41
年
　
・
い
わ
き
市
誕
生
（
10
月
1
日
）

　
　
　
　
　
・
新
市
議
会
（
議
員
3
3
3
人
）
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
に
大
和
田
弥
一
氏
  

　
　
42
年
　
・
国
道
６
号
が
全
線
開
通

　
　
　
　
　
・
市
章
と
市
歌
を
制
定
 

　
　
　
　
　
 

　
　
43
年
　
・
大
久
町
で
恐
竜
の
化
石
を
発
見
（
後
の
フ
タ
バ
ス
ズ
キ

　
　
　
　
　
　
リ
ュ
ウ
）

　
　
　
　
　
・
議
員
48
人
（
13
選
挙
区
）
の
市
議
会
が
発
足

 　
　
44
年
　
・
中
田
横
穴
を
発
見
（
後
に
国
指
定
史
跡
に
）

　
　
　
　
　
・
常
磐
線
（
平
―
上
野
）
で
ひ
た
ち
号
が
運
行

　
　
45
年
　
・
国
道
49
号
（
い
わ
き
―
郡
山
）
が
全
線
開
通

　
　
46
年
　
・
い
わ
き
陸
上
競
技
場
を
開
場
 

　
　
　
　
　
・
磐
城
高
校
が
第
53
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
で
準
優
勝

　
　
　
　
　
・
市
の
木
「
く
ろ
ま
つ
」
を
制
定

　
　
47
年
　
・
市
消
防
団
を
発
足
（
14
団
を
統
合
）

　
　
　
　
　
・
福
島
臨
海
鉄
道
の
旅
客
運
転
が
廃
止

 

市章と市歌を制定

（
１
９
６
６
）
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特
集

　明治30（1897）年の日本鉄道磐城線（現常磐線）平駅
開設から97年目の平成６（1994）年12月に、平駅はいわ
き駅に生まれ変わりました。駅名の改称は、翌年に控え
たふくしま国体でのイメージアップや、翌々年の市制施
行30周年での、市民の一体感の創出につながりました。

開通を待つ「いわき三和IC」〔平
成７（1995）年８月〕

国道49号平バイパスが全線開通
〔平成７（1995）年９月〕

駅ホームの看板の付け替え作業

年

い
わ
き
市
の
主
な
出
来
事

世
界
や
国
内
の
主
な
出
来
事

・
国
連
平
和
維
持
活
動
（
P
K
O
）
の
一

　
環
で
自
衛
隊
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣

・
山
形
新
幹
線
が
開
業

 ・
福
島
空
港
が
開
港

・
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕

・
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ

　
ル
）
が
開
通

  ・
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震

　
災
）
が
発
生

・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生

  ・
広
島
県
の
原
爆
ド
ー
ム
と
厳
島
神
社
が

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
 

  ・
秋
田
新
幹
線
が
開
業

・
消
費
税
が
５
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ

   ・
第
18
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
長
野
大

　
会
が
開
催
 

・
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン

　
ス
大
会
に
日
本
が
初
出
場

 ・
欧
州
連
合
（
E
U
）
で
単
一
通
貨

　
「
ユ
ー
ロ
」
が
誕
生
 

  ・
介
護
保
険
制
度
が
開
始
 

・
新
紙
幣
「
２
千
円
札
」
が
発
行

TOPICS!
平駅が「いわき駅」に改称

（
１
９
９
２
）

市のシンボルマーク

平
成
4
年
　
・
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
 

　
　
　
　
　
・
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
 

　
　
5
年
 

 

　
　
6
年
　
・
い
わ
き
百
景
を
選
定
 

　
　
　
　
　
・
い
わ
き
市
民
プ
ー
ル
を
開
設

　
　
　
　
　
・
平
駅
が
「
い
わ
き
駅
」
に
改
称
 
 

　
　
7
年
　
・
21
世
紀
の
森
公
園
を
開
園

　
　
　
　
　
・
東
日
本
国
際
大
学
が
開
学
 

　
　
　
　
　
・
磐
越
自
動
車
道
（
い
わ
き
―
郡
山
）
が
開
通

　
　
　
　
　
・
国
道
49
号
平
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

　
　
　
　
　
・
ふ
く
し
ま
国
体
を
開
催

　
　
8
年
　
・
市
制
施
行
30
周
年
 

　
　
　
　
　
・
い
わ
き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（
F
M
い
わ
き
）
が

　
　
　
　
　
　
開
局

　
　
　
　
　
・
市
の
鳥
「
か
も
め
」
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
制
定
 

　
　
9
年
　
・
宮
崎
県
延
岡
市
と
兄
弟
都
市
を
締
結

　
　
　
　
　
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
ク
リ
ン
ピ
ー
の
家
」
、
観
光
物

　
　
　
　
　
　
産
セ
ン
タ
ー
「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」
、
考
古

　
　
　
　
　
　
資
料
館
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
に
四
家
啓
助
氏
 

　
　
10
年
　
・
い
わ
き
ゆ
っ
た
り
館
、
遠
野
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
草

　
　
　
　
　
　
野
心
平
記
念
文
学
館
を
開
設

　
　
　
　
　
・
小
名
浜
港
に
外
国
貿
易
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が
開
設

　
　
11
年
　
・
常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き
中
央
―
い
わ
き
四
倉
）
が
開

　
　
　
　
　
　
通

　
　
　
　
　
・
中
核
市
へ
移
行
、
保
健
所
を
設
置
 

　
　
　
　
　
・
暮
ら
し
の
伝
承
郷
を
開
設

　
　
12
年
　
・
国
道
6
号
常
磐
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

　
　
　
　
　
・
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

　
　
　
　
　
　
ま
」
が
開
館
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年

い
わ
き
市
の
主
な
出
来
事

世
界
や
国
内
の
主
な
出
来
事

　昭和63（1988）年３月、いわき中央IC－日立北IC
（51.2㎞）が開通し、本市は都心と約２時間半で直結。
さらに、各高速道路を通じ、全国と結ばれることになり
ました。本市にとって、高速交通時代の幕開けとなると
ともに、工業や観光、交流人口の拡大などの多分野にお
いて、大きな効果をもたらしました。

いわきニュータウンの宅地分譲受
け付け〔昭和57（1982）年10月〕

いわきマリンタワーを開設〔昭和
60（1985）年８月〕　

日立北インターでの開通式

・
新
貨
幣
5
百
円
硬
貨
が
発
行

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
業

・
任
天
堂
が
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
タ
ー
」
を
発
売
 

・
新
紙
幣
「
１
万
円
札
・
福
沢
諭
吉
」

　
「
５
千
円
札
・
新
渡
戸
稲
造
」
「
千
円

　
札
・
夏
目
漱
石
」
が
発
行
 

・
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女
そ
ろ
っ
て

　
世
界
一
に
 

 ・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
大

　
規
模
事
故
が
発
生
 

  ・
国
鉄
が
民
営
化
。
1
1
5
年
の
歴
史
に

　
幕

・
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

・
日
本
初
の
全
天
候
型
ド
ー
ム
「
東
京

　
ド
ー
ム
」
が
完
成
 

・
昭
和
天
皇
が
崩
御
、
皇
太
子
明
仁
親
王

　
が
即
位
。
元
号
を
「
平
成
」
と
改
元
 

・
消
費
税
法
施
行
。
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
消

　
費
税
が
実
施
 

・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
 

 ・
湾
岸
戦
争
が
開
戦

・
長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
で
大
規
模
火
砕

　
流
が
発
生
 

昭
和
57
年
　
・
中
国
・
撫
順
市
と
友
好
都
市
を
締
結
 

　
　
　
　
　
・
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
分
譲
を
開
始

　
　
58
年
　
・
第
1
回
ミ
ス
い
わ
き
（
現
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ガ
イ
ド
い
わ

　
　
　
　
　
　
き
）
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
 

　
　
　
　
　
・
名
誉
市
民
に
総
合
磐
城
共
立
病
院
元
院
長
・
畠
山
靖
夫

　
　
　
　
　
　
氏
 

　
　
59
年
　
・
市
立
美
術
館
を
開
館
 

　
　
　
　
　
・
名
誉
市
民
に
詩
人
・
草
野
心
平
氏
 

　
　
　
　
　
・
石
炭
・
化
石
館
を
開
館

　
　
60
年
　
・
い
わ
き
好
間
中
核
工
業
団
地
の
第
１
期
分
譲
を
開
始

　
　
　
　
　
・
い
こ
い
の
里
・
川
前
鬼
ヶ
城
（
現
い
わ
き
の
里
鬼
ヶ

　
　
　
　
　
　
城
）
、
い
わ
き
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
を
開
設
 

　
　
61
年
　
・
市
制
施
行
20
周
年
 

　
　
　
　
　
・
非
核
平
和
都
市
宣
言
・
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
制
定
 

　
　
　
　
　
・
秋
田
県
由
利
郡
岩
城
町
（
現
由
利
本
荘
市
）
と
親
子
都

　
　
　
　
　
　
市
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
に
中
田
武
雄
氏
 

　
　
62
年
　
・
い
わ
き
明
星
大
学
が
開
学

 

 

　
　
63
年
　
・
常
磐
自
動
車
道
（
い
わ
き
中
央
―
日
立
北
）
が
開
通

　
　
　
　
　
・
勿
来
関
文
学
歴
史
館
を
開
館
 

平
成
元
年
　
・
常
磐
湯
本
温
泉
が
「
い
わ
き
湯
本
温
泉
」
に
改
称

　
　
２
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
に
岩
城
光
英
氏

　
　
3
年
　
・
海
流
の
里
セ
ン
タ
ー
を
開
設
 

　
　
　
　
　
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
市
と
国
際
姉
妹
都

　
　
　
　
　
　
市
を
締
結
 

ほ
う
ぎ
ょ

TOPICS!
常磐自動車道が開通

（
１
９
８
２
）

（
１
９
８
９
）


